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施設新設 ・ 改修に伴う AV 機器の整備䠄池袋䠅 

 
1. 概せ 

2022年度のụ⿄キャンパスにおける教室 AVᶵ器のタ備更新は以下の㏻りである。 

(1). MB01における映像ᶵ器・システムの更新 

(2). 13号㤋実㦂室および太刀川グ念㤋における旧スプリアスつ格のワイヤレスマイクの

改修 

(3). 13号㤋㸯㝵実㦂室における故㞀スクリーンの交換 

(4). 㸵号㤋 B棟教室における常タ AVᶵ器の新つタ⨨ 

 

2. 映像⣔ᶵ器更新㸦MB01教室㸧 

MB01 教室は⤒年劣化㸦2011 年導入、11 年⤒㐣㸧によりプロジェクターの不具合が

Ⓨ⏕しており、≉に投影⏬像が暗いという指摘を受けていたが、メーカーによる⿵修

⏝性⬟㒊品の〇㐀が⤊了しており修⌮ができない≧ἣであった。また、スイッチャー

にアナログ入力しかなく、VGA を変換してデジタル入力を可⬟としていたため、プロ

ジェクターの性⬟を十分にάかすことができなかった。 

これらの≧ἣを㋃まえ、プロジェクターを↷度の㧗い新ᶵ✀に交換し、スイッチャー

をはじめとする映像システムをデジタル化対応するように更新した。 

今回の改修では、授業やㅮ₇会での㘓⏬の㟂せ増加を受けて、新たなᶵ⬟として、

教室内カメラに㏣尾ᶵ⬟を㏣加した。また、操作卓に USB メモリーを挿し㎸むことで、

教室内カメラで撮影した㘓⏬映像をその場で USB メモリーに取り㎸める収㘓ᶵ⬟を持

たせた。 

操作卓については、コロナ⚝の㸱年㛫で教員が⮬㌟の PCを持ち㎸んで接⥆するケー

スが増えたことと、デスクトップ PC よりもノート PC のほうが好まれることなどから、

常タの PCを従来のデスクトップ型からノート PCに変更し、さらにノート PCを収⣡で

きるスライド型の天板を取り付けて、持ち㎸み PCも⨨きやすいようなタィとした。ま

た、これに伴いタッチパネル上に⾲♧する PCの名⛠も、利⏝⪅に分かりやすいように

変更した。 
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図 2㸸MB01教室 操作卓天板 図 1㸸MB01教室 操作卓外ほ 

⾲ 1㸸MB01教室 主せᶵ器 
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図 3㸸MB01教室 タッチパネル⏬㠃 図 4㸸MB01教室 教室㘓⏬ 

図 5㸸MB01教室 ㏣尾カメラ 
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3. 旧スプリアスつ格ワイヤレスマイクシステムの改修㸦13号㤋実㦂室、太刀川グ念㤋㸧 

⥲務┬の↓⥺㏻信つ則の改ṇにより、旧スプリアスつ格の 800MHzのワイヤレスマイ

クは 2021年 11月 30日までに改修することを⩏務付けられていたが、コロナ⚝で⊰予

期㛫がタけられたため、2022年夏季に改修を⾜った。 

13 号㤋㸯㝵から㸱㝵までの実㦂室㸴室と、太刀川グ念㤋㸱㝵カンファレンスルーム

及び㸰㝵会㆟室のマイクが旧スプリアスつ格であったため、新スプリアスつ格のもの

に改修した。 

太刀川グ念㤋は 800MHz帯、それ以外は 1.9GHzを導入した。 

 

(1).800MHz帯 

 
 

 

 

 

  

⾲ 2㸸800MHzワイヤレスマイク構成 

図 6㸸太刀川グ念㤋カンファレンスルーム 
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(2).1.9GHz帯 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  

図 7㸸C103 実㦂室 図 8㸸C104 実㦂室 

図 9㸸C202実㦂室 図 10㸸C203実㦂室 

図 11㸸C303実㦂室 図 12㸸C304実㦂室 

⾲ 3㸸1.9GHzワイヤレスマイク構成 
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4. スクリーン更新㸦C103教室㸧 

13 号㤋㸯㝵実㦂室の天吊り型スクリーンが㝆ろした㝿に固定できない≧態になって

いたため、交換を⾜った。 

 

 

  

 

 

 

 
  

⾲ 4㸸C103実㦂室 スクリーン 

図 13㸸C103実㦂室 
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5. 常タ AVᶵ器の新タ㸦㸵号㤋 B棟㸧 

㸵号㤋 B 棟は各教室の収容人数が 10㹼12 人であるが、ṇㄢ⛉┠では 20 人⛬度を収

容できる₇⩦教室の㟂せが多く、㏆年は7151教室㹼7256教室で㸰教室を㐃⤖し㸯教室

としてṇㄢ⛉┠の教室㓄当が⾜われていた。 

20 人つ模の教室として㐠⏝する場合、授業内でプロジェクターやスクリーン➼のᶵ

器を使⏝するケースが多いが、㸵号㤋 B棟には 10人つ模の教室での利⏝を想定した⛣

動式の⡆易ⓗなタ備㸦ワゴン㸧しかなく、使⏝時にẖ回ᶵ器をタ⨨する必せがあり、

全学教務委員会から教室固定のプロジェクター・スクリーンのタ⨨せ望が寄せられて

いた。 

2022年度⛅学期に、2023年度以㝆も㸰㹼㸱室を㐃⤖する㐠⏝を固定化して⛉┠㓄当

を⾜う方㔪がỴ定したことから、春季休業期㛫に20人つ模の授業を想定した常タのAV

ᶵ器を各教室にタ⨨する改修工事を⾜った。 

それぞれの教室にはスクリーンとプロジェクター投影できるᶵ器をタ⨨した。建≀

の改修は⾜われなかったので、天井の梁や、教室㛫を区切るパネルはそのままに、ス

クリーン、プロジェクター及びスピーカーを天井に固定することになった。そのため

構㐀上の⌮⏤から、他棟の教室のように教室前・ṇ㠃にスクリーンを㓄⨨することが

できず、中心から外れた位⨨へのタ⨨となったが、座る位⨨を工夫すれば、学⏕全員

がスクリーンをぢることは可⬟である。 

また、これまで㸵号㤋 B棟にはノート PCをタ定していなかったが、各教室施㘄可⬟

なラックをタ⨨したことで、PCの常タが可⬟となった。 

ラックは㸳号㤋や㸷号㤋にタ⨨している S ラック形式を採⏝し、今回は有⥺マイク

を接⥆できるよう、パネルにキャノン➃子を加えた。 

 

 

  
⾲ 5㸸㸵号㤋 B棟 主せ AVᶵ器 
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図 14㸸7151教室 図 15㸸7152教室 

図 16㸸7153教室 図 17㸸7154教室 

図 18㸸7251教室 図 19㸸7252教室 

図 20㸸7253教室 図 21㸸Sラック 
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6. 2022年度のまとめ 

MB01教室、㸵号㤋 B棟の教室改修により、教室の利便性が大きく向上した。 

MB01 教室は収容人数も多く利⏝㢖度の㧗い教室であるが、システムがデジタル化対

応をしておらず、かつ操作卓も古いタイプで使い勝手が悪かった。これを今回の改修

で、コロナ⚝の㸱年㛫で⾜った授業やイベントでのᶵ器操作サポートの内容をふまえ

て、ハイブリッド型に対応しやすいᶵ器構成に変更した。また、教室内カメラの㏣尾

ᶵ⬟や USBメモリーへの㘓⏬ᶵ⬟を新たに㏣加し、ά⏝の幅が広がった。 

㸵号㤋 B 棟はこれまで⛣動式の⡆易ⓗなタ備しかなく、プロジェクターを利⏝する

場合は授業ẖにᶵ器をタ⨨する必せがあったが、今回の改修でプロジェクターとスク

リーンが教室常タとなり、ᶵ器‽備の手㛫が大幅に削ῶされた。これまではᶵ器が常

タされていないことで、授業の教室㓄当の㝿に㓄当できる⛉┠が㝈られていたようで

あるが、今後は₇⩦⛉┠なども㓄当しやすくなるだろう。 

ワイヤレスマイクについては、今回は旧スプリアスつ格対㇟品の改修を実施したが、

ここ数年でマイクの利⏝㢖度が㣕㌍ⓗに増加しており、他教室でもマイクの不具合が

⏕じてきている。新スプリアスつ格のマイクについても、ḟ年度以㝆ィ⏬ⓗに更新を

⾜う必せがある。 


